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Abstract 
This paper discusses language choice as one type of language management which is 
significant among multi-language users. Very often, multi-language users in contact 
situations deliberately choose a particular language which s/he believes to be competent 
and/or considers as most suitable in a contact situation concerned. This kind of language 
choice appears to be related to the user’s individual language management based on norms 
acquired earlier. Through a study of six cases, this paper attempts to show 1) how 
language(s) is chosen by multi-language users, and 2) how language choice is related to 
the user’s individual language management. 
  
??? ?????
? ????????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????
????????????????????????? 1??????????????????
???????????????????? 
??????????????????????????????????????????
???(??)??????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????? 
?????????????????????????????????????????
??????? 2006?? 2 ???????????????????2 ????????????
????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????? 
 
??? ????????????
??????????????????????????????????????????
???????????????????????? 2??????????????????
??????????????????????????????????????????? 
多文化接触場面の言語行動と言語管理 
 20
使用可能な言語は，事前に参加者によって数多くの言語の中から何らかの理由もしくは基準をも
ってすでに選択され，習得が行われた(個人言語管理 )ものであると考えられるからである．石田
(2006)では，そのような言語の役割や重要度に対する個人の認識(席次管理)や，どの言語を習得
もしくは習得の対象とするか(習得管理)などを総合して個人言語管理としている．使用するデータ
の概要は後述するが，言語選択の過程をより明確にするために，調査協力者は多言語社会にお
ける多言語使用者をとりあげた．  
 
2.1 接触場面における言語選択 
 接触場面における言語選択については，ファン(2006)で挙げられた多言語使用者の接触場面に
おける参加者の条件とタイポロジーを参考に考えてみたい．接触場面の参加者が同一の言葉の共
同体のメンバーであることの条件としては，以下の 3 つをすべて満たした場合であるとしている． 
 
(1) 言語コードの共有 
(2) コミュニケーション規範の共有 
(3) 社会文化規範の共有 
 
本稿で使用したデータではマレーシア国内での会話を前提としているため，上記の 3 つの条件
はすべて満たしていると考えられる．調査協力者は民族や母語と認識している言語の違いはあるが，
マレーシアという一つの国内において，言語コード，コミュニケーション規範および社会文化規範を
共有していると思われるからである． 
接触場面のタイポロジーについては，以下の 3 つの場面を挙げている． 
 
(1) 相手言語接触場面 
(2) 第三者言語接触場面 
(3) 共通言語接触場面 
 
本稿での調査協力者は多言語使用者であるため，相手言語，第三者言語，共通言語がどの言
語であるかという点で明確でない場合もあるが，接触場面のタイポロジーについては，データを提
示する際にどの場面であるかを書き添える． 
 その他ファン(2006)では，接触場面というよりも接触性の強弱に注目し，接触性が弱い場合，言
語能力と言語知識に関わる変種として 3 つ(不均一の言語能力による変種，コミュニケーションの媒
体による変種，コミュニケーションの目的による変種)挙げている．また接触性を左右する社会的要
因として 4 つ(使用頻度，決まりきった場面，相手との距離の見方，接触場面への参加意識)を挙げ
ているが，これらについては，データを提示する際に触れることとする． 
また高(2007)では，日本での接触場面に参加している非母語話者を多言語使用者として捉え，
英語以外の言語を第 1 言語とする多言語使用者に，どのような多言語使用のタイプが見られるか
について，以下の 4 つのタイプを挙げている． 
 
(1) コミュニケーション機能重視:参加する場面やコミュニケーション機能を重視 
(2) 接触場面の言語規範重視:日本での言語使用においてなるべく相手言語規範に合わせる 
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といった言語場面への規範の重視 
(3) 習得言語順や能力を優先:習得言語の能力を優先．相手の言語能力によっては，多言語
使用のコード・スイッチングを行う 
(4) 言語習得を優先:能力の有無に関係なく，習得中の言語を優先 
 
 今回使用するデータは多言語社会のなかでの多言語使用者の言語選択であるため，高の条件
とは背景が異なるが，(4)を除いた他の 3 つについてはデータを提示する際に考慮する必要がある
と思われる． 
 
2.2 個人言語管理における言語選択 
言語管理理論では，複数のレベル(国や政府，地域，学校，家族，個人，談話等)で言語管理が
行われているとしている(ネウストプニー1995)．石田(2006)では従来の言語政策(国や政府レベル
の言語管理)と同様の枠組み２を使用し，個人レベルでの多言語使用者の言語管理を考察した． 
言語選択を，多くの言語の中から何らかの理由もしくは基準をもって一つ或いは複数の言語を
選ぶ行為と捉えるならば，言語政策における席次計画(status planning)は政府レベルの言語選択
と言えるだろう．席次計画に沿った言語管理は，政府レベルだけでなく，地方，団体，家庭，個人
など様々なレベルで行われている(言語の席次は各レベルで異なる場合もある)と同時に，それぞれ
のレベル間でもまた相互に影響しあっている(ネウストプニー1995, 1997，Kaplan and Baldauf 1997，
石田 2003)．個人も他のレベルの言語管理の影響を受けていることを考えると，個人言語管理につ
いて述べる前に，本稿での調査協力者全員に共通して影響を与えていると思われる言語政策，特
に席次計画と習得計画についてまず述べる必要があろう． 
本稿での調査協力者は全員マレーシア人であるが，マレーシアにおける国の政策や教育システ
ムなどを扱った研究は Asmah(1979, 1982, 1987a, 1987b)，萩原(1987)，Karim(1987)などがあり，ま
た言語政策の結果，アジア地域に広く普及した英語そのものに注目した研究として本名他(1990)，
Hung(2002)などがある．これらは言語政策という言葉が示すように主に国家レベルの言語管理の
研究であり，言語政策の類型とそれらが実施されるプロセスおよびその問題点などが主な研究の
対象である．接触場面において注目すべき個人の言語意識や実際の言語選択については，あま
り分析の対象とはなっていないが，政策の行われるプロセス，例えば教育現場等に参加する個人
が言語政策の席次計画や習得計画に影響を受けることは当然であり，個人言語管理における言
語選択を考える際には，考慮すべき要因であると考える． 
 
2.2.1 マレーシアの言語政策 
マレーシアは，2,558 万人の総人口(2004 年統計局)に対して，ブミプトラ(マレー系，先住民
族)(66％)，中国系(26％)，インド系(8％)，その他(1％)で構成される多民族国家３である．言語もま
た多様であり，中国系は公的な場面では標準中国語を話すが，地域によっては福建語，客家語，
広東語，潮州語，海南語などが共通語として話されている場合が多い．インド系はタミル語を話す
人々が中心であるが，その他にマラヤラン，テレング，シークなどの言語も存在する．さらにボルネ
オ島のサバ・サラワク州では 30 以上の種族と同じくらいの言語があると言われ，サバ州では主にカ
ダザン語，バジャウ語，サラワク州では主にイバン語，ビダユ語などが話されている．このような現地
の言語に加えて中国，インド以外の移民の言語(タイ語，アラビア語など)，また英国統治時代に普 
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及した英語も加わり，多種多様な言語が混在している国であると言える． 
このように多民族・多言語という特徴を持つマレーシアであるが，国家の統一は一つの言語によ
ってなされるという方針のもと，「マレー語が唯一の国語であり公用語である」ことを言語政策の基本
としている．1957 年に英国からの独立にあたって，政府は国語の選択，教育言語計画，公用語計
画(Asmah 1979)を行い，独立時に発布された憲法には｢国語をマレー語とする｣と明記された．この
言語政策に従って，公立学校はマレー語が教育言語と定められている．初等教育では民族の言
語として標準中国語，タミル語を教育言語とすることが認められているが，その場合もマレー語は必
修である．英語も一科目として教えられている．英語は国レベルの席次管理としては国語でも公用
語でも民族語でもないことから，国語，公用語，教育言語といったカテゴリーからは外れているが，
実際は世界での共通語として私立の学校，多くの民間企業等で重要視されている言語である．政
府も英語の重要性は認識しており，初等教育において 2003 年から科学と算数の 2 教科について
は教育言語を英語とする方針を導入している． 
 
2.2.2 マレーシアにおける個人言語管理の特徴 
上述の言語政策の特徴を踏まえて石田(2006)において考察された個人の言語管理４のうち，調
査協力者に共通しかつ特に言語選択に関わると思われる言語に対する意識(規範)は以下に挙げ
る 5 つである． 
(1) マレー語と英語がマレーシアにおける共通語である 
(2) 非マレー系はマレー語と英語のほかに民族の言語がある 
(3) 相手が持つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う 
(4) 英語は実質的な公用語であり，習得する(ことが望ましい)言語である 
(5) 他の言語についての習得の意識は，英語に比べて弱い 
 接触場面においては，これらの意識が言語選択時の規範となっていると考えられる． 
 
3. データの概要 
 本稿での使用データは，多言語使用者が接触場面でどのように言語を選択しているかを述べて
いる部分を，半構造化インタビューから抜き出したものである．実際の接触場面ではないが，接触
場面における多言語使用者の言語に対する意識や言語選択を考察するためには，一つの有効な
データであると思われる．なお，インタビューで述べられたことについては，実際の行動を伴うと思わ
れる言説とその他の言説に分類５しており，本稿では，実際の行動を伴うと思われる言説のみを例
として挙げている． 
 
調査場所および期間: マレーシア 2002 年 9 月～10 月 
調査協力者: 個人言語管理を考察するにあたっては，マレーシア人 18 名(マレー系，中国系，
インド系各 20 代 3 名，50 代 3 名)を調査協力者としたが，本稿ではそのうちの 6
名が述べた言語選択についての発言を取り上げた．6 名とも少なくとも二つ以上
の言語を使用する多言語使用者である．  
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表 1: マレーシアにおける調査協力者 
No 調査協力者 性別／民族 年 齢 職業など 
1 Ｍｃ1 女性／中国系 20 代 学部学生 
2 Ｍｃ2 女性／中国系 20 代 学部学生 
3 Ｍｃ3 女性／中国系 50 代 教師 
4 Ｍｉ1 男性／インド系 50 代 教師 
5 Ｍｍ1 男性／マレー系 20 代 修士課程学生 
6 Ｍｍ2 男性／マレー系 50 代 学校職員 
調査協力者の最初の M はマレーシアを，次の c は中国系，i はインド系，m はマレー系民族を示す．最後の
数字は民族別の通し番号である． 
 
4. 多言語使用者に見られる言語選択の例 
インタビューで言語選択について述べられた例のなかには，場面や場所、相手によってすでに
言語が決まっていて，管理プロセスが単純化(自動化)されていると考えられるものがあった．これら
は使用頻度が多かったり，決まりきった場面であったりした場合の言語選択であり，このような社会
的要因を考えると，接触性が弱いと考えられる例である(ファン 2006)．一方，談話での言語が選択
されるまでのプロセスが述べられた例もあったが，この例ではファン(2006)で挙げられた接触性の強
弱および接触性を左右する社会的要因との関係は明確ではなかった．データの分析にあたっては，
前者を単純管理，後者を複雑管理として分け，それぞれに場面，言語選択の理由などを述べた．
また接触場面における言語選択の視点から，ファン(2006)によるタイポロジーや高(2007)による多
言語使用のタイプのどれにあたるか，さらに言語選択にあたって使用されたと思われる個人言語管
理の規範についても記述した．条件と背景の違いや判断するための情報量の不足などのため，必
ずしも両者の定義と一致していない場合や拡大解釈をした場合が含まれるが，分析における一つ
の試みとしての価値はあると思われる．なお，調査協力者の使用可能な言語については，インタビ
ューでの内容をもとに，能力が高いと思われる順に記述した．中は標準中国語，英は英語，マはマ
レー語，タはタミル語，イはイバン語，広は広東語，福は福建語をあらわしている．また調査者の発
言はイタリック体である． 
 
4.1 単純管理 
 データの中で，言語を選択するにあたって管理プロセスが単純化(自動化)していると考えられるも
のを単純管理としてあげた．場所はレストラン，店などで決まりきった場面が多く日常生活でも使用
頻度が高いため，参加者としては接触性が低いと認識していると思われる例である．このような場面
においては複雑な言語管理を省略し(または避け)て，定型化していると考えられる． 
 
4.1.1 Mc1(中国系 20 代：中，英，マ，広) 
場面: 友人，知人との会話 
And English comes second? 
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It depends on the situation like it could be Mandarin, Cantonese, but English talks friendly to 
people it depends to what people, if you know them by Mandarin or if you know them speak 
English then speak English 
 
言語選択の理由: 参加者(相手とどの言語で知り合ったか)／コミュニケーション機能重視 
タイポロジー: 共通言語接触場面 
個人言語管理での規範: 相手が持つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う． 
 
この例では，初対面の場合に管理プロセスが働いた可能性はあるが，その後は相手と会う機会
や選択された言語の使用頻度が高くなるにつれて，相手と言語が結びつき接触性が低くなったと
思われる．初対面の際にはコミュニケーションが一番良く取れる言語を使用したと考え，タイプとし
てはコミュニケーション機能重視であるとした．タイポロジーとしては，相手言語かとも思われるが，
Mc1 は中・英の能力がどちらも高いため，共通言語接触場面であるとした． 
 
4.1.2 Mi1(インド系 50 代：タ，英，マ) 
場面: 友人，知人との会話 
Friends? Mostly sometimes in Tamil. With Tamil friends we speak Tamil. And sometimes we 
use English, and sometimes we use Malay also. But mostly English. In between Tamil and 
English. Depends on the friend. if he's good at Tamil then we will converse in Tamil. If he is 
not good in Tamil then we talk in English. Like Mr. ### the one lecturer over there, he’s a 
Malayalam, he can understand Tamil but he can not speak Tamil language, so we converse with 
him in English. We do this Malay also but mainly converse with him in English. There are also 
many like this you can see, they are Tamil lecturers. They can understand but can not talking 
Tamil so we prefer to talk in English. Chinese friends we of course talk in English, Malay 
friends here we talk in English and sometimes in Malay. It depends. Like here we have some 
Arabic lecturers so they are not very fluent in English but are more fluent in Malay so we talk 
to them in Malay. 
 
言語選択の理由: 参加者(相手が何語を得意とするか)／習得言語順や能力を優先 
タイポロジー: 相手言語接触場面 
個人言語管理での規範: 相手が持つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う．／英語は実質
的な公用語であり，習得する(ことが望ましい)言語である． 
 
この場合も，初対面の場合に管理プロセスが働いた可能性はあるが，その後は使用頻度が高く
なるにつれて，相手と言語が結びつき接触性が低くなったと思われる．ここで言及された参加者は
みな多言語使用者であるが，Mi1 はタミル語も英語もかなり言語能力が高く，したがって言語能力
という点で言語ホスト的な役割を果たしていると思われた．相手の得意な言語にあわせるという態度
は，Mi1 の言語能力がそれを許しているということが考えられる．また，この発言では相手の不均一
な言語能力についても言及している．タイプとしては習得言語の能力を優先するものと思われたが，
多言語使用者の言語管理を考える(石田) 
25 
タイポロジーについては，共通言語もしくは相手言語接触場面の 2 つが考えられた．しかし Mi1 の
相手の得意な言語にあわせるという意識を考え，相手言語接触場面であるとした． 
 
Mi1 が言語ホスト的な役割を果たしているのと対照的に，言語ゲスト的な態度をとっているのが
Mm2 の例である． 
 
4.1.3 Mm2(マレー系 50 代：マ，英) 
場面: レストラン，商店 
Which language do you use when you are at restaurant? 
To the restaurant, in Bahasa Malaysia you see the foreigners working in the restaurant, for 
example Bangladesh people, they know how to speak Bahasa Malaysia, so we don’t have any 
problem with them. 
How about shopping? 
Shopping also, the Chinese, Indian also can understand Bahasa Malaysia. You don’t have to 
speak English. We don’t have to speak English. 
 
言語選択の理由: 参加者(自分の言語)／コミュニケーション機能重視 
タイポロジー: 共通言語接触場面 
個人言語管理での規範: マレー語と英語がマレーシアにおける共通語である．／他の言語につい
ての習得の意識は，英語に比べて弱い． 
 
Mm2 はマレー語と英語を話す．英語についても英語教育を受けた世代に近く，特に困難を感じ
ているとは思われない．しかしどこでもマレー語を話し，それで問題はないとの認識がある．マレー
語はマレーシアでは国語で公用語であるため，その意味ではホストの役割を果たすことが期待され
るが，マレー語のみという点で選択肢が限られていることから，多言語使用者を参加者とする接触
場面においてはむしろ言語ゲスト的な態度になっていると思われる．タイプとしては，自分のコミュニ
ケーション機能を重視したと判断した．タイポロジーについては，マレー語はマレーシアでの共通言
語であるという意識を持っていることから共通言語接触場面と考えられる． 
 
4.1.4 Mc2(中国系 20 代：中，英，マ，福，広) 
場面: レストラン 
Which language do you use when you are at restaurant? 
Restaurant? It depends on the restaurant. If it is a Chinese Restaurant then we speak Hokkien or 
if the restaurant speaks in Cantonese I will speak Malay to them, if it is a Malay or Indian 
restaurant I will speak Malay if it normal English, like coffee house or whatever, I will speak 
English 
 
言語選択の理由: 場所(レストランの種類)／コミュニケーション機能重視 
タイポロジー: 相手言語接触場面 
個人言語管理での規範: 相手が持つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う． 
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この場合，決まりきった場面という要因がかなり強く働いていると思われる．他の調査協力者もそ
うであったが，コミュニケーションおよび社会文化規範としてレストランと言語は結びついており，
Mc2 もレストランの従業員もそれらの規範を共有していると思われる．タイプとしては，参加する場面
を重視していると考え，コミュニケーション機能重視とした．タイポロジーとしては，Mc2 が言語の選
択を場面によって変化させていることから，相手言語接触場面であると判断した． 
 
4.1.5 Mc2(中国系 20 代：中，英，マ，福，広，イ) 
場面：商店 
When you are shopping? 
Shopping usually I speak English. Usually, I have to see the sales person. You see the
sales girl, if she can speak English or she can speak Malay—we just follow whatever l
anguage she can speak…ya… 
 
言語選択の理由: 参加者の属性(販売員の言語能力，身体的な特徴など)／習得言語順や能力
を優先 
タイポロジー: 相手言語接触場面 
個人言語管理での規範: 相手が持つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う． 
 
この場合，販売員の方がその役割から相手言語を尊重した役割を果たすことを期待されている
と思われるが，Mc2 も同様に相手を見て言語を選択していると述べている．このような Mc2 の態度
は，習得言語の多さに裏打ちされていると思われる．タイプについては，Mc2 が相手の言語能力を
判断していると思われることから判断した．タイポロジーは相手言語接触場面と考えられる． 
 
4.1.6 Mc2(中国系 20 代：中，英，マ，福，広，イ) 
場面：中国人コミュニティの地域 
Why did you want to learn Ebon and Hokkien? 
Because it is better, easier to speak to my grandparent, it is better to speak that way.  So, in 
###, the place where I live is all Chinese, Chinese community, and if I go and don’t speak 
Hokkien it will be very difficult, ya 
You find something difficult if…? 
It is difficult if I don’t speak Hokkien because everything there is in Hokkien 
 
言語選択の理由: 参加者(祖父母)，地域・場所／接触場面の言語規範重視 
タイポロジー: 相手言語接触場面 
個人言語管理での規範: 相手が持つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う．／非マレー系
はマレー語と英語のほかに民族の言語がある． 
 
このような地域によって言語が決まっている場合も，言語選択という点では決まりきった場面で接
触性は低いと思われる．しかし，この地域内で話される内容はレストランなどのように限定されたもの
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とはいえないため，場面によっては多様な内容を含む会話が必要とされ，福建語の能力が高いと
いえない Mc2 にとっては，接触性が高いと認識している可能性がある．この例ではまず祖父母との
コミュニケーションのために福建語を話したいと述べているため，タイプとしては，一定の地域内に
おける祖父母の言語規範重視という点で接触場面の言語規範重視とした．タイポロジーとしては，
相手言語接触場面と判断した． 
 
4.1.7 Mm1(マレー系 20 代：マ，英) 
場面：特になし 
But…  English is the most comfortable language for you.  
In terms of feelings yes.  
In terms of feelings, so what, what kinds of things do you, can you express best in Malay?  
Yes，Lets say you’re going to talk about politics in Malay then I will be able to. Politics or 
talked about education or talk about my work in Malay. 
Using Malay 
I mean I, I, can do that in Malay, comfortable to.  
You can do it in English too.  
Yah, yah. When it comes to feeling. I’m more comfortable using English. 
 
言語選択の理由: 話の内容／コミュニケーションの機能重視，習得言語順や能力を優先 
タイポロジー: 共通言語接触場面 
個人言語管理での規範: マレー語と英語がマレーシアにおける共通語である． 
 
この場合，Mm1 は話の内容について自分の言語選択は変わるということを述べている．他の調
査協力者が述べていたことであるが，ある言語の能力は受けた教育と密接に結びついている．した
がって話す内容によっては，より言語運用能力の高い言語，またはその内容について話した経験
が多い言語が選択される可能性が高いといえる．また，Mm1 は自身の感情について触れており，
別の発言では I love you などの言葉は英語でないと言えないと述べている．イスラム社会と密接に
結びついているマレー語ではそのような発言をすることは規範から外れるのだろう．タイプとしては，
コミュニケーションの機能重視および習得言語順や能力を優先の 2 つが考えられた．タイポロジー
としては，共通言語接触場面とした． 
 
4.2 複雑管理 
 ここではデータの中で，言語を選択するにあたって管理プロセスが明らかに働いたと思われるもの
を複雑管理としてあげた．場所はタクシーの中や商店である．どちらも最初に選択した言語でのコミ
ュニケーションに問題が生じ，言語選択をやりなおした例である． 
 
 
4.2.1 Mc3(中国系 50 代：英，広，マ) 
場面：タクシー内 
Then when do you use Malay, except in your class? 
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Hardly. Unless I make use of, usually, let’s say I travel, let’s say the taxi driver is Malay, and 
then I will feel I need to Malay to communicate with him, he could very well understand 
English, but I assume that because he is Malay person I should speak Malay to him. Sometimes 
half way through he can see that I am struggling with my Malay, he will speak to me in English. 
But I think it’s a part of how as Malaysians we always try to speak in other person’s language 
or so to try and make the communication easier. 
 
言語選択の理由: 参加者の属性(タクシー運転手の民族)⇒参加者の言語能力／接触場面の言
語規範重視，習得言語順や能力を優先 
タイポロジー: 相手言語接触場面⇒共通言語接触場面 
個人言語管理での規範: 相手が持つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う．／マレー語と
英語がマレーシアにおける共通語である． 
言語選択のプロセス: Mc3 はタクシー運転手がマレー人であるため，マレー語を選択．運転手は
Mc3 のマレー語能力に問題を感じ，英語に切り替えるという調整行動をとり，コ
ミュニケーション言語が英語となる． 
 
 この例では管理プロセスが働いた結果，言語選択がやり直されている．場面はタクシーの中であ
るが，最初の言語選択の基準が言語の能力ではなかったため，コミュニケーションの過程で問題が
留意され管理プロセスが働いている．タイプについては，最初に相手の言語規範に合わせるといっ
た接触場面の言語重視から，習得能力を優先したものに変更したと思われた．タイポロジーとして
は，Mc3 を基準として相手言語接触場面から共通言語接触場面への変更であったと判断された． 
続けて，Mc3 は言語選択をするときの意識について，次のように述べている． 
 
When you meet Malay people, you want to use Malay first… 
Because it shows that you know … you want to communicate and you want to make yourself 
understood to him alright … so you will try no matter you know how poor your language is you 
still try to say something like that to them and then they feel happier also that you are using 
their language. Once you have done that they feel more, a bit happier or more relaxed and then 
they can speak to you. Even some of them they know Chinese. Sometimes they speak to an 
Indian person, the Indian person may know Chinese, its quite rare, but sometimes we do come 
across people like that, you speak to them in English thinking they only know English then they 
start to answer you in Chinese, because they are trying to make friends with you, you know… 
do something to try and communicate with you better, meet you on your grounds. 
 
以上の発言では，Mc3 の言語選択の規範が明確に述べられている．コミュニケーションを取る時
は相手に自分をわかってもらいたいこと．自分の言語能力が貧しくても，何か相手の言語で話すこ
とによって相手はうれしい気持ちになり，リラックスすること．まず友達になって関係を良くするために
相手の土俵(言語)に立つこと．言語能力の高い低いがコミュニケーション言語を選ぶ最優先の基
準ではなく，「相手が得意な，もしくは民族の言語」と予測される言語が最優先される規準であるこ
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と，などである．これらは程度の差はあっても調査協力者の多くに共通する態度であり，マレーシア
における多言語使用者に共通する言語選択の規範であると思われる． 
  
4.2.2 Mc3(中国系 50 代：英，広，マ) 
場面：商店 
And when you go shopping? 
Shopping, I use English, most of the salespeople also they do, unless for some strange reason 
probably because now, now I am considered as a senior citizen. It is so terrible. I find that more 
and more of the young people, they talk to me in Chinese thinking that I am Chinese educated I 
belong to that generation, you know… because among the Chinese, the culture is always to 
address somebody older than you as Aunty you know… so now I go out so people will call me 
sister or Aunty. 
Why many people talk to you in Chinese? 
Because I am Chinese, because of race, they have no idea of my educational background, so it 
is just an assumption that as a Chinese because of your skin color… 
 
言語選択の理由: 参加者の属性(Mc3 の民族)：参加者の言語能力／習得言語順や能力を優先 
タイポロジー: 相手言語接触場面(予測)⇒相手言語接触場面 
個人言語管理での規範: 非マレー系はマレー語と英語のほかに民族の言語がある．／相手が持
つ言語の席次に注意を払い，言語選択を行う． 
言語選択のプロセス: Mc3 はその年齢と外見から，中国語教育を受けた世代であると認識され，販
売員によって中国語が選択された．しかし実際 Mc3 は英語教育を受け中国
語は話せないため，コミュニケーションできず言語選択がやり直された．(中国
語で話しかけられた際に，Mc3 は英語で返したと予想される)．これは最初の
言語選択の際に販売員は社会文化規範に従ったが，Mc3 が例外であった
ため問題が生じ管理プロセスが働いた例であると思われる． 
 
この例でも，管理プロセスが働いた結果，言語選択がやり直された例である．タイプとしては管理
前も管理後も習得言語順や能力を優先したものと考えられる．タイポロジーとしてもともに相手言語
接触場面であると思われるが，選択された言語は管理の前後で変化した例である． 
 
5. 考察とまとめ 
 本稿では、接触場面における参加者は自らが使用可能な言語から適当と思われる言語を選択
するが，同時にそれらの使用可能な言語は，事前に参加者によって数多の言語の中から何らかの
理由もしくは基準をもってすでに選択され，習得が行われた(個人言語管理)ものであると考え，接
触場面において言語選択を行う際には，接触場面の管理と個人言語管理の 2 つの管理が関係し
ているとの前提を設けて分析を行ってきた。まとめとして、接触場面の管理(談話の管理)と個人言  
語管理の関連をさらにすすめて考えてみたい。 
考えられる一つの可能性としては、談話の生成過程のインプットの一つとして個人言語管理の言
語選択があるのではないか，ということである．これについては，高(2006)から受身の生成過程にお
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けるモデル(仮)を借り，それを談話の生成過程とみなして，個人言語管理との関連性について現
在考えられる可能性について述べたい． 
 
図 1: 受身の生成過程に関するモデル(仮)高(2006)より 
生成プロセス ………………………………………………………………………………⇒ 
A インプット 
 
言語選択のプロセス  
B 機能 C 表現 
→受身表現 
→準受身表現
→能動表現 
D 表層化 
→受身文(形式) 
→準受身(自動詞文，シテアル文…) 
→能動文 
↓ 
意味・(発話意図) 
管理プロセス ………………………………………………………………………………⇒ 
 
現在考えられる個人言語管理と談話の生成過程との関連性として 
(1) 個人言語管理の席次管理によって選択されたいくつかの言語が，生成プロセスの A のインプッ
ト内の要素となる． 
(2) A のインプット内では他の要素を考慮して，要素であるいくつかの言語から一つを選ぶための
管理プロセス(言語選択のプロセス)が働き(自動化されている場合も多い)，言語が選択され
る． 
(3) 言語が選択された場合 B 機能，C 表現，D 表層化は言語に付随するものとして自動的に決定
される．B，C，D については言語ごとに制限がかかる(言語能力など)．したがって言語選択の
プロセスはインプット内だけにとどまらず，生成プロセスと平行して管理されている可能性があ
る． 
(4) 選択された言語によっては，コミュニケーションの目的を十分に果たすことができないという問
題が各段階で発生する．その場合は管理プロセスが働き，インプット内での言語選択の管理プ
ロセスが再び行われる． 
 
 以上はあくまでも現時点での可能性を考察したに過ぎない．上記では談話の生成過程の一部と
して個人言語管理を考えたが、談話管理と個人言語管理が並行して行われている可能性ももちろ
ん考えられる。今後も引き続き考えていきたい課題である． 
本稿ではまた，個人の言語意識や言語選択の規範が述べられたデータに対して，やや強引に
多言語使用のタイプおよび接触場面のタイポロジーを判断し，分析の上での共通点を探ることによ
って両管理を結び付けようと試みたが，比較的明確に判断できた場合も，そうではない場合もあっ
た．また同じような例であるのに，タイプやタイポロジーが違うと判断した例や，まったく違った例であ
るがタイプやタイポロジーが同じであると判断した例もあった．その場合，判断が分かれた理由の一
つは調査協力者の言語意識である． 
個人言語管理の観点からは，データで述べられた個人の言語に対する意識が重視されるが，そ
の取り扱い方によっては，今回使用したタイプやタイポロジーの分類に迷う場合が生じた．たとえば
タイポロジーにおける相手言語，第三者言語，共通言語の区別については，言語別の能力が違う
場合には分類が容易であるが，参加者が多言語使用者同士であり，さらに能力の差が小さい場合，
もしくは能力が高くなくてもその場面では十分であると判断される場合などは，どの言語がどれにあ
てはまるかは判断が困難な場合があった．マレー語はマレーシアにおいては共通言語であるという
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認識は多くの調査協力者に共通であると言えるが，中国系とマレー系との接触場面でマレー語が
選択された場合，中国系にとっては共通言語であると同時に相手言語という意識もあろう．さらに
2-1 で挙げた、言語能力と言語知識に関わる 3 つの変種や接触性を左右する社会的要因(ファン
2006)について考察するには，今回の例では情報量が十分でなかった．またタイプについては、た
とえ挨拶程度の言語能力であっても相手の言語であることに配慮して相手の言語を優先する例な
どは判断が困難であった．この場合は談話の目的が意思の疎通でなく共感であり，予め言語選択
のやり直しも見込んでいるかに思われる例であった．調査協力者の意識によってタイプやタイポロ
ジーの判断が左右されることは必ずしも問題であるとは思われないが，より多くのデータを分析する
ことによって，言語の意識とタイプやタイポロジーの間になんらかの共通な傾向が見出せるようにな
ることを期待したい． 
今後の課題としては，まず調査方法の改善や併用が考えられる。たとえばインタビュー時にタイ
プやタイポロジーの条件や背景を十分念頭に置き，それぞれの言語に対する認識や習得度などを
より詳しく聞き取る必要があろう．またインターアクション･インタビューなど言語意識を探るために他
の調査方法との併用も効果的と言えよう。その結果，今回使用したタイプやタイポロジー，個人言
語管理の規範等に新たな項目が加わる可能性が期待できると同時に，個人言語管理と接触場面
の管理を関連付ける意味が生まれ，言語選択に関わる言語管理もより明確になると思われる． 
接触場面の管理と個人言語管理の 2 つの管理が一人の個人によって行われているからには，
両管理に何らかの関連があることは当然予測できることである。現在の時点では，調査方法や分析
の手法など，多くの限界があるが、今後データの収集を進め，さらに多方面から多言語使用者の
言語管理について考えていきたい．  
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１ 言語選択そのものは多言語使用者だけの管理ではなく、主に一つの言語を使用している者も行っているが、
多言語使用者の席次管理の方が，言語選択の管理プロセスを見る上でより明らかになりやすいといえる。 
２ 言語政策の枠組みは，席次計画，実体計画，普及計画，習得計画を使用したが，言語選択に関わる計画
として本稿では席次計画と習得計画を取り上げる．なお，それぞれの計画は以下のとおりである． 
(1) 席次計画：複数の言語に対してある特定の社会的機能を与えること 
(2) 実体計画：与えられた機能向けに言語の体系に組織的な変更を加えること 
(3) 普及計画：席次計画，実体計画の内容を，誰を対象にどのように普及させるか 
(4) 習得計画：どのような言語をどのように習得するか 
(1)～(3)は渋谷(1992)，(4)は Cooper (1989) 
３ URL：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/malaysia/data.html 2009 年 1 月現在 
４ 個人言語管理を考察した際の調査協力者はマレーシア人 18 名(マレー系，中国系，インド系各 6 名)であり，
半構造化インタビューを行った． 
５ インタビューの言説の分類とその方法については，石田(2006)に詳しい． 
 
